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研究要旨 
 災害診療記録/J-SPEEDを派遣元の異なる全ての医療救護班がオールジャパン体制で利活用する災害医療体制
の確立に向けて、医療救護班向け災害診療記録/J-SPEEDの標準教育資料を開発/改定した。開発された資料はJ
-SPEED情報提供サイトに掲載し、全国の災害医療関係者が広く入手可能とした。教育資料が確立された状況にお
いて、今後は講師を努める人材の質の担保を含めた確保やe-lerningも含めた訓練の提供方法の最適化が課題と考
えらる。本研究では災害医療の学術的エビデンスをリアルワールドデータに基づき構築するため、これまでに集積さ
れたJ-SPEEDデータの解析も進めた。医療救護班が診療した被災傷病者におけるメンタルヘルスケアニーズの推
移を検討することを目的として、西日本豪雨（２０１８年）に集積された一般診療版J-SPEEDデータを解析したところ、
結果として医療救護班は発災直後からメンタルヘルスケア支援ニーズにも対応していることがリアルワールドデータ
に基づき明らかになった。このことは全ての医療救護班がサイコロジカルファーストエイド等の基礎的な研修を受講
しておくことの重要性を示唆するものである。また、超急性期をすぎ救護班撤退時期にはメンタルケアニーズに関係
する診療件数は減少するものの、メンタルケアニーズを有する傷病者の割合は増加していた。このことは、地元の保
健医療体制への引継ぎの際には身体課題のみならず精神課題についても検討することの重要性を改めてデータに
基づき示唆するものである。次年度はJ-SPEEDデータの解析を継続しつつ、受援自治体向け標準教育資料を研究
開発/改定する。 
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A. 研究目的 

災害診療記録/J-SPEED を派遣元の異なる全ての

医療救護班がオールジャパン体制で利活用する災害

医療体制を確立することによって、保健医療福祉調整

本部等において医療救護班の活動を可視化し、デー

タに基づく災害医療救護調整及び地域連携を実災害

時に実現すること。本研究では当該目的を達成するた

めに、オールジャパンで利活用可能な災害診療記録

/J-SPEED の標準教育資料を開発/改定する。また、

害医療の学術的エビデンスをリアルワールドデータに

基づき構築するため、これまでに集積された J-SPEED

データの解析を進める。 

 

B. 研究方法 

初年度に医療救護班向け教育資料等の研究開発

を行い、2 年度は受援自治体向けの教育資料等の研

究開発/改定を行い、最終年度はこれらを統合して受

援自治体が利活用可能なマニュアルを研究開発す

る。 

加えて、災害医療の学術的エビデンスをリアルワー

ルドデータに基づき構築するため、これまでに集積さ

れた J-SPEEDデータの解析を進める。他にも、災害医

療分野におけるビッグデータ/IoT/AI の利活用等に

ついても継続的に検討する。 

 
1. 初年度 

⚫ 医療救護班向け標準教育資料を研究開
発 

⚫ J-SPEEDデータの解析・その他 
2. 2年度 

⚫ 受援自治体向け標準教育資料を研究開
発 

⚫ J-SPEEDデータの解析・その他 
3. 最終年度 

⚫ 前年度までの成果物を統合し受援自治体
が利活用可能なマニュアルを研究開発 

⚫ J-SPEEDデータの解析・その他 
 

C. 研究成果 

 

１ 医療救護班向け標準教育資料の研究開発/改定 

医療救護班向けに災害診療記録/J-SPEEDの標準

教育資料を開発/改定した。開発された資料は J-

SPEED 情報提供サイト（https://www.j-speed.org/）に

掲載し、全国の災害医療関係者が広く入手可能とし

た。 

 

⚪ 災害診療記録/J-SPEED標準教育資料 

➢ ⓪訓練準備ガイド 

医療救護班の訓練主催者が参照して訓練を

準備するためのガイダンス。A4一ページに

必要な情報を集約した。 

➢ ①パワーポイント投影資料（PowerPoint） 

訓練時に講師が投影し訓練を進行するプレ

ゼンテーションファイル。以下、８０分の構成



を基本としているが、訓練対象者等に応じて

スライドを追加・割愛できるように設計した。 

１）災害診療記録/J-SPEEDの説明（２０分）

２）J-SPEED電子システム（実習）（２５分） 

３）まとめ（５分） 

４）事例等（３０分） 

➢ ②訓練ガイド 

パワーポイントファイルのなかから、特に電子

システム操作訓練に必要な最小限の情報を

抜粋し、A4一枚にまとめた資料。全てのパ

ワーポイント資料を印刷配布することの準備

負担は少なくなく、何より電子システム操作

訓練時に訓練参加者が投影資料と手元資

料を見比べることで訓練の流れについてい

けなくなることが多多あると判明したために作

成した。 

➢ ③スマホアプリ操作手順書（動画説明） 

医療救護班が J-SPEED データを入力する

J-SPEED＋スマートフォンアプリの操作手順

書。実災害時にも参照できるよう、また印刷

負担を軽減できるよう、A4一枚に収めること

にこだわり掲載内容を厳選した。 

➢ ④ウェブサイト操作手順書（本部用） 

入力された J-SPEED データを参照する

WEBサイトの操作手順書。調整会議におい

て印刷配布する A4一枚の J-SPEED統合

集計報告書資料を出力すること、および J-

SPEEDの最重要機能である「どこで・どこの

ような患者が・何人診療されたか」を地図上

で表示させる操作を優先習得事項として選

定し、A4一枚の分量に収めた。 

 

2  J-SPEEDデータの解析 

災害医療の学術的エビデンスをリアルワールドデー

タに基づき構築するために過去災害で集積された J-

SPEED データの解析を実施した。 

 

〇被災傷病者におけるメンタルヘルスケアニーズの推

移の検討 

【目的】医療救護班が診療した被災傷病者におけるメ

ンタルヘルスケアニーズの推移を検討することを目的

として、西日本豪雨（２０１８年）に集積された一般診療

版 J-SPEEDデータを解析した。 

【結果】メンタルヘルス支援ニーズを有する傷病者人

数（量）については急性期にピーク（同時期に診療件

数が多いため）がある一方で、メンタルケアニーズを有

する傷病者の割合(%)に注目して解析すると、同割合

は発災直後に高く徐々に減少し、その後、診療件数が

減る亜急性期に入ると一転して増加に転じていた（V

字型推移）。 

 
 

D. 考察 
 
医療救護班向けの災害診療記録/J-SPEEDの標準

教育資料を開発/改定した。標準教育資料が確立され
たことは極めて重要なことであるが、災害医療の教育
の多くは、日常業務が終了した夜間や週末に行われ
ていると考えられる。そのようななか派遣元団体の別を
超え全国の医療救護班に教育を提供していくことは容
易なことではない。今後は講師を努める人材の質の担
保を含めた確保や、e-lerningも含めた訓練の提供方
法の最適化についても検討を進める必要がある。 
被災傷病者におけるメンタルヘルスケアニーズの推

移に関するJ-SPEEDデータの解析結果について、超
急性期から活動する医療救護班は発災直後からメンタ
ルヘルスケア支援ニーズにも対応していることがリアル
ワールドデータに基づき明らかになった。このことは全
ての医療救護班がサイコロジカルファーストエイド等の
基礎的な研修を受講しておくことの重要性を示唆する
ものである。また、超急性期をすぎ救護班撤退時期に
はメンタルケアニーズに関係する診療件数は減少する
ものの、メンタルケアニーズを有する傷病者の割合(%)
は増加していたことは、地元の保健医療体制への引継
ぎの際には身体課題のみならず精神課題についても
検討することの重要性を示唆するものである。これらの
結果はInt J Environ Res Public Health誌に投稿さ
れ、英文原著論文としてアクセプトされた。次年度もJ-
SPEEDデータの解析を継続し、災害医療の学術的エ
ビデンスをリアルワールドデータに基づき構築していく。 

 
E. 結論 

- 医療救護班向け災害診療記録/J-SPEEDの標準

教育資料を開発/改定した。 

- 開発された資料はJ-SPEED情報提供サイトに掲

載し、全国の災害医療関係者が広く入手可能とし

た。 

- 今後は講師を努める人材の質の担保を含めた確

保や、e-lerningも含めた訓練の提供方法の最適

化についても検討を進める必要がある。 

- 西日本豪雨（２０１８年）において集積された一般

診療版J-SPEEDデータを解析した結果、医療救

護班は発災直後からメンタルヘルスケア支援ニー

ズにも対応していることがリアルワールドデータに

基づき明らかになった。このことは全ての医療救

                        

  

                    

                                             

                                                                                                                                                                                                                                                
                                                                                                                                                                                                     

                          
                  

                                                  
                                              

                             
                       

                                

 
 

   

     

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

     

        



護班がサイコロジカルファーストエイド等の基礎的

な研修を受講しておくことの重要性を示唆するも

のである。 

- また、超急性期をすぎ救護班撤退時期にはメンタ

ルケアニーズに関係する診療件数は減少するも

のの、メンタルケアニーズを有する傷病者の割合

(%)は増加していた。このことは、地元の保健医療

体制への引継ぎの際には身体課題のみならず精

神課題についても検討することの重要性を改めて

データに基づき示唆するものである。 

- 次年度はJ-SPEEDデータの解析を継続しつつ、

受援自治体向け標準教育資料を研究開発/改定

する。 
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